
丸紅系投資会社、昭和電工＜4004＞傘下で化学商社の昭光通商＜809
0＞をTOBで子会社化

丸紅系の投資会社、アイ・シグマ・キャピタル（東京都千代田区）は4日、昭和電工傘下の化学商社の
昭光通商に対してTOB（株式公開買い付け）を実施すると発表した。株式の85.1％を取得し、子会社化
する。買付代金は約74億円。昭和電工はコーポレートガバナンス（企業統治）上の問題点が指摘される
親子上場を解消するとともに、昭光通商は総合商社の丸紅グループの一員として商社機能を最大限発揮
し、企業成長につなげる。

昭光通商はTOBに賛同している。同社の東証1部への上場は廃止となる見通し。

買付主体はアイ・シグマ・キャピタルが設立したSKTホールディングス（東京都千代田区）。昭光通商
株の買付価格は1株につき796円で、TOB公表前日の終値724円に9.94％のプレミアムを加えた。昭和
電工は43.79％を保有する昭光通商株のうち28.89％についてTOBに応募する。SKTは昭和電工の応募
予定分を含めて85.1％（930万8723株）の買い付けを予定する。昭和電工は引き続き14.9％の株式を
保有し、昭光通商の経営に一定に関与する。

買付予定数の下限は所有割合51.77％にあたる566万2898株。買付期間は3月5日～4月15日。公開買
付代理人はSMBC日興証券。決済の開始日は4月22日。

昭光通商は1947年に昭和電工、味の素の支援を得て光興業として設立し、化学品や肥料の国内販売・
輸出入に乗り出した。1962年に東証2部に上場（1981年に東証1部に昇格）。1982年に現在の昭光通
商に社名変更し、昭和電工グループの中核商社として活動してきた。


